





|際、その程度を抑制するために使用されていると考えられる。結論として、 「そこそこ j には、
「少ないJr十分でなしリなどの客観的なマイナスの側面と、円前足できる程度Jr思っていた





本稿では、配慮表現の観点から、 日本語の [そこそこJとい う副詞のもつ配慮機能につ
いて考察する。「そ こそこ j は木来、「少ないが、満足できる程度」という意味を持つ中程
度の副詞である。本稿では、その「そこそこ jが、《自賛》の程度を抑制するために使用さ
れていると考える。







以下、 発話機能論に基づいて、《自賛》が どのような諾用論的条件を持ち 、また、どの
ような文脈で使用されているかを分析する。そして、《自賛》を「そこそこ jがどのように
抑制しているのか等、 「そこそこJの配慮機能について分析する。
2. iそこそこ j の用法

















価につながりやすく 、対人コ ミュニケーションの上で非常に不利 となってしまう。




そこで、 「そこそ こ」は、 《自賛》を行わなければなら ない際に、 その程度を抑制するた




「そこそこ jの配慮機能の大きな特徴として、 《自賛》 の抑制がある。本稿では、!上11珂他
(2010) の《賞賛》の定義を元に、《自賛》を以下のように規定する。
《自賛》






否かによって判断する。つまり、実際に感謝をしていなくとも、「ありがとう J といえば ((Fi~
謝》の目的を果たすように、自 賛する という 意図がなく ても、自 身の肯定的評1iI!Jを伝えて
いるものであれば、その発話を《自賛》とみなすことにする。つまり、意図的に自身の肯





























































































(毎日 Newsノミックより 見出し:衆院予算委 ソ連政変[1::1 1各]主なやりとり)






































































(毎日 Newsノミックより 見出し:米大リーグ ヤ ン キースの伊良部秀賞~投手が投球練習)
(8)良い豆は多くは取れなし¥。そうすると、どうしても そこそこのIR3質のもので妥
協しなくてはならなくなるのですD
(毎日 Newsノミック より 見出し rSAZACOFFEEJ会長・鈴木誉志男さん)
(7) の例は、「さすがJや「太鼓判Jという言葉からも窺えるように、どちら かという
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